
－ 25 －

（１）排水対策の徹底 

栽培ほ場の大部分は、干拓地区の水田で、地下水位の高い沖積土壌であり、乾きが良くな

いほ場である。そのため、ほ場周辺に明きょを設置し、ほ場内には播種３行程に１本の明 

きょを基本に、ほ場の状況に合わせて明きょの数を増やしている。また、弾丸暗きょを明 

きょに確実につながるように施工している。 

 

（２）適期播種 

 安定して高単収を得るためには、適期に播種を行うことが重要であるとし、天候を予測し

ながら綿密な作業計画を立て、アップカットロータリーを使用した耕起・施肥・播種同時作

業技術を導入している。アップカットロータリーは、細かく砕土することができ、出芽率を

高めるために必要な作業機で、耕起・施肥・播種の同時作業により作業時間を短縮すること

で適期播種を実現している。また、乾きにくいほ場は播種前に浅耕するなど、ほ場条件によ

って確実に適期播種できるよう工夫している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

（３）丁寧な追肥作業 

各ほ場を丹念に巡回し、生育状況、葉色を観察するとともに葉色計を使って追肥のタイミ

ングと施用量を決めて追肥の効果が上がるように心がけている。また、自走式のコンポキャ

スターにより、時間はかけても確実・丁寧な施用を行っている。また、全ほ場を巡回し、追

肥後のムラ直しを手作業で実施している。これは、散布ムラを無くすことで単収の向上だけ

でなく、均一な成育を促すことによる品質向上にもつながっている。 

 

（４）病害防除の徹底 

赤かび病、赤さび病対策の防除を徹底して行っている。平成 18 年には、ＪＡ西三河管内

では一番早くではないが、先行農家の状況を見て直ぐに仲間４人で無人ヘリコプターを導入

し、適期に防除を行う体制を整えた。丁寧なほ場観察と最新の栽培管理情報に基づく確実な

病害防除の実施が、安定した生産・高品質につながっている。 

 

  
写真１ 額縁明きょと播種３行程に１本のほ場内明きょ 写真２ 播種作業風景 



－ 26 －

（５）適期収穫の徹底 

 収穫時期が梅雨に重なることから、短い晴れ間に収穫することが必要である。大型コンバ

イン２台同時稼働とダンプトラックを使った組み作業により、短期間に適期を逃さずに収穫

することで、品質の向上を図っている。 

 

（６）高単収と高品質の実現 

 高単収と高品質を実現するために、パン用の「ゆめあかり」については、播種量と総窒素

施肥量が一般的な栽培よりも多い。これは、氏が平成 28年から 29年に受託部会の役員をし

ていた時、愛知県農業総合試験場が育成した「ゆめあかり」を導入するにあたり現地試験を

実施し、「ゆめあかり」の分げつがあまり多くない特性や収量と子実タンパク質との関係か

ら高単収と高品質を実現するための栽培基準として検討し、栽培に取り入れた基準である。

これにより高単収と高品質を実現している（図３、４）。 

 

 

 

６．労働時間の縮減 

アップカットロータリーを使った耕起と施肥・播種を実施する作業機の組み合わせで作業

時間を大幅に短縮している。播種作業は、大豆の収穫と重なるが、３作業同時に行うことで

内田氏と補助者１名で実施でき、大豆の収穫は従業員に任せることができる。 

無人ヘリコプターによる防除作業も作業時間短縮に貢献している。無人ヘリコプターによ

る防除作業は、３人で実施できる。このため、４人の組合員のうち３人が出役するローテー

ションを組んでいる。今作、氏の出役は３日間だか、１回の作業は半日程度なので実働 1.5

日であった。組合員のほ場は近接しているので一体的に作業を行うことができ、このことも

作業効率を高め、労働時間の縮減に寄与している。 

 

７．流通の改善と合理化 

乾燥調製は、全量、ＪＡのカントリーを利用しているが、自家乾燥施設を使った一次乾燥

も行っている。一次乾燥は、搬入時間の調整による作業の効率化と品質向上に効果がある。 

 

図３ 「きぬあかり」の単収の推移 図４ 「ゆめあかり」の単収の推移 
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８．今後の麦作への取組み 

（１）収量、品質の高位安定 

経営移譲を受けてから、高性能農業機械の計画的な整備や雇用労働力の導入により余裕の

ある作業を実現し、作業技術の改善により単収も高水準を実現した。今後は、高い収量と品

質を維持するとともに、肥料費等の削減等経営改善とリスク回避を目指して年次変動の少な

い安定した生産に取り組む予定である。 

 

（２）集団転作への対応 

地域の集団転作を受託しているため、毎年、

割り当て圃場の位置と面積が異なるが、受託し

た圃場は、しっかり責任を持って耕作している。 

集団転作実施圃場は、基盤整備により集団化

しているが、１枚のほ場面積は、30ａ程度で、

場所によってはさらに小区画もある。水稲作も

考えた場合、大区画圃場の割合を高めることが

作業効率を高める条件である。自らの受託地に

ついては、委託者の理解を得て畦畔除去を進め

た結果、目標とする 50a 規模の区画が７割にま

で達した。 

 

 

（３）スマート農業への取組み 

ＪＡ西三河農作業受託部会では水田作作業の一層の改善を目指し、平成 30 年度から「豊

作計画」を導入することになった。本システムはＧＰＳによる位置情報によりほ場一筆ごと

の作業を記録し、栽培技術改善や作業の効率化を目的とするシステムであり、氏も全国に先

駆けた本取組みに共感し、令和元年産大豆からこの取組みに参加し、麦作にも応用を検討し

ている。 

図４ 麦作圃場の位置と集積状況 

 

写真３ JA 西三河西部カントリーエレベーター 写真４ 内田氏の乾燥施設 
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９．その他特記事項 

（１）ＪＡ西三河農作業受託部会での活動 

愛知県農業総合試験場や愛知経済連が行う新品種や新技術の現地実証試験は、受託部会の

研究活動とも連携して実施されることが多い。これまで受託部会の役員を務めてきたことも

あり、氏は積極的に協力し取り組んでいる。これまでも県が育種した「きぬあかり」や「ゆ

めあかり」の試験栽培や葉色計を利用した施肥技術の確立などに関わってきた。氏は、受託

部会全体の栽培技術向上と自らの営農の向上につながるように新たな技術開発に取組んで

いる。 

 

（２）地域の農業生産・農地管理への貢献 

水田の受託に伴って畑地の受託依頼も増えている。畑地は、ほ場区画が小さく分散してい

るため受託によるデメリットの方が大きいが、地域の農地を守るため依頼があれば応えるこ

とにしている。これらの畑地には小麦、大豆を作付け、経営全体の効率性に影響を少なくす

るよう努めている。 

 

（３）地産地消・食育活動への取組み 

受託部会、ＪＡを上げて県産小麦の消費拡大に取り組んでおり、氏も部会員としてこれら

の活動に関わってきた。これらの活動は、消費者へ地元産小麦のＰＲだけでなく商品化にも

及んでいる。一例として、ＪＡが主体となり地元製麺業者との連携により行った西尾産そう

めん・ひやむぎの製品開発や原料供給に協力した結果、これらの製品は、ＪＡの店舗で販売

されるようになり、好評を得ている。部会員として、地元農業まつりでも西尾産そうめんの

試食や商品ＰＲに協力している。また、県内トップクラスの収量を誇る受託部会として、経

済連や関連商品を販売する大手コンビニチェーンなどとも協力して県産小麦の消費拡大や

地産地消のＰＲに率先して努めている。 

 

  

 

 

 

 

写真５ JA 西三河の「きぬあかり」を使用した 

ひやむぎとそうめん 

写真６ 受託部会として県産小麦の PR 
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（４）地域貢献 

営農を行う地元には、平坂南部新田を守る会が組織され、月２回程度、草刈りや土手直し

など農業環境の保全が図られている。氏は、水田農業の担い手として重要なメンバーとなっ

ており、農業の多面的機能を保全することで、地域貢献に努めている。 

 

（５）労働力の強化と法人化 

将来的に、家族労働だけでの営農に限界があるため、雇用労働の増強が必要である。雇用

環境の整備を進めるうえで法人化も 1つの手法となるため、今後の検討課題としている。 

 

 

 

執筆者：愛知県西三河農林水産事務所農業改良普及課西尾駐在室 専門員 田中尚子 
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